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笑顔ひろがる文化・交流・共生の都市
ま ち

一般質問
１6人が質問１6人が質問
…５ → 7…５ → 7

平成平成２３年度春の九州新幹線全線開業に向けて、新鳥栖駅の建設工年度春の九州新幹線全線開業に向けて、新鳥栖駅の建設工事が事が
進んでいます。新たな鳥栖の交流拠点としての役割が期待進んでいます。新たな鳥栖の交流拠点としての役割が期待されます。されます。
平成２３年度春の九州新幹線全線開業に向けて、新鳥栖駅の建設工事が
進んでいます。新たな鳥栖の交流拠点としての役割が期待されます。

９
月
定
例
市
議
会

鳥栖市国民健康保険条例を可決鳥栖市国民健康保険条例を可決



前年同期比6.1％減の一般会計補正予算

❷

市議会だより 第１２９号　平成１８年１１月１日

９

月

定

例

会

９
月
定
例
会
は
、
９
月
５
日
か
ら
９
月
２２
日
ま
で
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案
１8
件
、

議
員
提
出
議
案
４
件
の
審
議
等
の
ほ
か
、
１６
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

前年同期比6.1％減の一般会計補正予算
７月の豪雨による災害復旧にかかる経費等
　　　　　　　　　　８億２,６６８万４,０００円を計上

９月定例会　会期１８日間－本会議６日[議案審議３日､一般質問３日]　常任委員会－総務・建設・文教厚生３日、経済２日　議会運営委員会４日
�付議事件２４件－市長提出１８件､議員提出４件、その他２件　議決結果－可決１４件､否決１件、選任２件､継続審査７件　傍聴－３５人

　
９
月
定
例
会
で
は
、
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
を
は
じ
め
、

法
改
正
に
伴
う
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正
等
の
審
議
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

�

　
ま
た
一
般
質
問
で
は
、
来
年
の
市
長
選
挙
へ
の
出
馬
の
意
向
を
問

う
質
問
が
あ
り
、
市
長
よ
り
３
期
目
に
向
け
て
出
馬
を
表
明
さ
れ
ま

し
た
。

18

　
今
回
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計
補
正

予
算
で
は
、
地
域
生
活
支
援
事
業
や

農
業
振
興
事
業
、
市
民
文
化
会
館
大

規
模
改
修
事
業
の
追
加
事
業
で
あ
る

調
光
設
備
改
修
工
事
費
、
７
月
の
集

中
豪
雨
に
よ
る
農
地
や
道
路
等
の
災

害
復
旧
事
業
な
ど
、
国
・
県
の
内
示

に
伴
う
補
助
事
業
に
か
か
る
経
費
が

計
上
さ
れ
て
い
ま
す
。
単
独
事
業
と

し
て
は
新
幹
線
関
連
受
託
事
業
、
東

公
園
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
製
作
経
費
、
中

学
校
給
食
導
入
に
係
る
経
費
及
び
基

里
運
動
広
場
敷
地
造
成
工
事
費
な
ど

が
計
上
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
繰
越
金

の
確
定
に
伴
い
財
政
調
整
基
金
、
減

債
基
金
へ
の
積
み
立
て
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。

�

　
こ
の
補
正
予
算
に
つ
い
て
は
、
議

案
審
議
の
中
で
、
な
か
よ
し
会
防
犯

灯
の
設
置
の
理
由
、
１
校
だ
け
で
他

の
学
校
に
は
必
要
な
い
の
か
、
全
小

つ
い
て
質
疑
が
あ
り
、
執
行
部
か
ら

｢

額
と
し
て
は
問
題
な
い
が
、
余
剰
金

が
多
い
ほ
ど
健
全
で
あ
る
と
は
言
え

な
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
る
の
で
、

十
分
な
歳
入
見
込
み
を
行
い
、
健
全

　
こ
の
議
案
が
付
託
さ
れ
た
総
務
常

任
委
員
会
で
は
、
制
度
改
正
に
伴
う

個
人
負
担
へ
の
影
響
、
医
療
費
負
担

の
今
後
の
動
向
等
に
つ
い
て
の
質
疑

が
あ
り
、
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

�

　
こ
の
条
例
改
正
案
は
、
本
会
議
に

お
い
て
も
賛
成
多
数
で
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

　
議
員
提
出
議
案
で
は
、
４
つ
の
意

見
書(

案)

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

�

　
こ
の
う
ち
、
地
方
分
権
改
革
の
推

進
の
た
め
、
税
源
移
譲
等
を
求
め
る

「
新
し
い
地
方
分
権
改
革
の
推
進
を

求
め
る
意
見
書（
案
）」
、及
び
必
要
な

道
路
整
備
の
た
め
の
財
源
確
保
を
求

め
る
「
道
路
整
備
財
源
の
確
保
に
関

す
る
意
見
書（
案
）」
は
、
そ
れ
ぞ
れ

総
務
常
任
委
員
会
と
建
設
常
任
委
員

会
か
ら
発
議
さ
れ
、
全
会
一
致
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

�

　
そ
の
ほ
か｢

難
病
対
策
の
確
立
を

求
め
る
意
見
書（
案
）｣

は
全
議
員
が

提
出
者
と
な
り
、全
会
一
致
で
可
決

さ
れ
ま
し
た
が
、｢

障
害
者
自
立
支
援

法
の
抜
本
的
な
改
正
を
求
め
る
意
見

書（
案
）

｣

は
、賛
成
少
数
で
否
決
さ
れ

ま
し
た
。

�

　
９
月
定
例
会
で
可
決
さ
れ
た
、
３

件
の
意
見
書
の
詳
し
い
内
容
に
つ
い

て
は
、８
ペ
ー
ジ
を
ご
ら
ん
下
さ
い
。

学
校
に
設
置
し
た
場
合
の
総
額
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
、執
行
部
か
ら｢

な

か
よ
し
会
は
駐
車
場
か
ら
比
較
的
離

れ
た
場
所
に
あ
り
、
送
迎
の
と
き
な

ど
防
犯
上
危
険
な
の
で
設
置
す
る
が
、

各
小
学
校
す
べ
て
に
防
犯
灯
を
設
置

す
る
と
約
３
５
０
万
円
の
経
費
が
か

か
り
、
年
次
的
に
整
備
を
し
た
い｣
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

�

　
ま
た
、
子
ど
も
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
補

助
金
に
つ
い
て
、
当
初
の
き
っ
か
け
、

経
費
、
今
後
の
あ
り
方
の
質
疑
が
あ

り
、
執
行
部
か
ら｢
市
制
　
周
年
記

念
事
業
の
一
つ
と
し
て
始
ま
り
、
経

費
は
大
体
１
０
０
０
万
円
近
く
か
か

っ
て
い
る
。
今
後
側
面
的
支
援
は
当

然
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、

子
供
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
継
続
の
た
め
協

力
で
き
る
と
こ
ろ
は
協
力
し
た
い｣

と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

�

　
そ
の
他
、
多
額
に
及
ぶ
繰
越
金
に

50

　
市
長
提
出
議
案
の
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
主

な
内
容
は
、
平
成
　
年
　
月
１
日
か
ら
、

現
役
並
み
の
所
得
を
有
す
る
　
歳
以

上
の
被
保
険
者
の
一
部
負
担
を
２
割

か
ら
３
割
へ
の
引
き
上
げ
と
、被
保
険

者
が
出
産
し
た
場
合
の
出
産
育
児
一

時
金
を
　
万
円
か
ら
　
万
円
に
引
き

上
げ
る
等
を
行
う
も
の
で
す
。

18

10

30

70

35

な
財
政
運
営
に
努
め
る｣

と
の
答
弁

が
あ
り
ま
し
た
。

�

　
こ
の
平
成
　
年
度
一
般
会
計
補

正
予
算
に
つ
い
て
は
、賛
成
多
数
で

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

18

補
正
予
算
で
論
議
、
賛
成
多
数
で
可
決

鳥
栖
市
国
民
健
康
保
険
条
例
を
改
正

道
路
整
備
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書
等
、３
意
見
書
を
可
決



■東公園モニュメント制作経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　147万7千円
�ツァイツ市在住の芸術家が東公園内のドイツエリアに芸術作品を制作

■地域生活支援事業委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　370万6千円
�障害者自立支援法に基づき障害児（者）の相談支援等の事業を実施

■ガードパイプ設置等工事等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,370万8千円
�鳥栖商工団地内のガードパイプ新設・改修及び市内の交通安全施設の整備

■排水路整備工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　800万円
�鳥栖商工団地内の排水路が集中豪雨時に溢水するため暗渠、集水枡を設置

■轟木・村田線道路舗装事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　 3,001万円
�路盤改良工事を実施し騒音防止、事故防止を図る

■新幹線関連水路付替工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   4,278万円
�新幹線整備に伴う水路の付替工事を鉄道・運輸機構から受託して実施

■公園整備工事　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　370万円
�７月の集中豪雨で破損した中央公園水上デッキの撤去工事などを実施

■公有財産購入費等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　１億６８７万円
�鳥栖駅東土地区画整理事業地内の用地を土地開発公社から買い戻し、企業へ売却

■農業用河川工作物応急対策事業（真木井堰）　　　　　　　　　　　　　  250万円
�老朽化した真木井堰の建替えに係る事業計画作成

■農業関係災害復旧経費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  4,192万4千円
�７月の大雨による農地等の災害復旧に係る経費

■中学校給食導入に伴う備品等購入費　　　　　　　　　　　　　　　　  4,900万円
�弁当箱等食器購入費及び配膳保温カート等備品購入費�

■公民館類似施設整備補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  540万円
�飯田町公民館新築、幸津町及び幡崎町公民館の改修に対して補助金を交付�

■市民文化会館調光設備改修工事　　　　　　　　　　　　　　　　     1億3,000万円
�老朽化した市民文化会館及び中央公民館の舞台照明設備の改修

❸

※
９
月
定
例
会
の
付
議
事
件
と
議
決
結
果

●�

一
般
会
計
補
正
予
算

原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

原
案
可
決（
賛
成
多
数
）

否
　
　
決（
賛
成
少
数
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

選
　
　
任（
全
会
一
致
）

原
案
可
決（
全
会
一
致
）

継
続
審
査（
全
会
一
致
）

特
別
会
計
補
正
予
算

（
国
民
健
康
保
険
、老
人
保
健
、下
水
道
、鳥
栖
駅
東
土
地
区
画
整
理
）

水
道
事
業
会
計
決
算﹇
水
道
事
業
会
計
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
﹈

一
般
会
計
決
算
、特
別
会
計
決
算(

（
国
民
健
康
保
険
、老
人
保
健
、

下
水
道
、農
業
集
落
排
水
、鳥
栖
駅
東
土
地
区
画
整
理)

[

決
算
特
別
委
員
会
に
付
託]

市
道
路
線
の
廃
止
及
び
認
定
に
つ
い
て﹇
廃
止
６
本
、認
定
　
本
﹈

消
防
団
条
例
及
び
非
常
勤
消
防
団
員
に
係
る
退
職
報
奨
金
の
支
給
に
関
す
る

条
例
の
一
部
改
正﹇
消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
条
例
改
正
﹈

鳥
栖
・
三
養
基
地
区
消
防
事
務
組
合
規
約
の
変
更
に
つ
い
て

﹇
消
防
組
織
法
の
一
部
改
正
に
よ
る
規
約
の
変
更
﹈

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

﹇
市
民
文
化
会
館
空
調
設
備
改
修
工
事
請
負
契
約
の
締
結
﹈

財
産（
土
地
）の
処
分﹇
山
浦
松
字
三
本
松
１
万
３
０
９
０.
９
８
m
を
独
立
行

政
法
人
鉄
道
建
設
・
運
輸
施
設
整
備
支
援
機
構
に
売
却
﹈

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正﹇
国
民
健
康
保
険
法
の
改
正
に
よ
る
条
例
改
正
﹈

決
算
特
別
委
員
の
選
任﹇
８
ペ
ー
ジ
を
参
照
﹈

水
道
事
業
会
計
決
算
特
別
委
員
の
選
任

障
害
者
自
立
支
援
法
の
抜
本
的
な
改
正
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

難
病
対
策
の
確
立
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

新
し
い
地
方
分
権
改
革
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書（
案
）

道
路
整
備
財
源
の
確
保
に
関
す
る
意
見
書（
案
）

﹇
可
決
し
た
意
見
書
の
要
旨
に
つ
い
て
は
８
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。﹈

市　長　提　出　議　案議員提出議案その他

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

議
決
結
果

市議会だより 第１２９号　平成１８年１１月１日

8億2668万4千円

198億4444万9千円
既決予算との合計

補　正　額

【主な事業と予算額】

【主な歳入】

地方特例交付金　 　3657万5千円

国・県支出金　2億761万7千円

繰　越　金  5億8317万7千円

諸　収　入　1億525万5千円

当初予算

補正予算（９月）

188億9093万

補正予算（６月）
1億2683万5千円

平成１8年度

一般会計補正予算
平成１8年度

一般会計補正予算

8億2668万4千円

平成１8年度
補 正 予 算

平成１7年度
決 　 　 算

マニフェスト（Manifesto）　宣言、声明書などを意味するが、最近は首長や議員等が自らの公約の内容について、施策、計画、実施時期、数値、目
�標などを具体的に明文化し周知させるものを示す言葉として用いられている。ローカル・マニフェストは地方政治におけるマニフェストに当たる。
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国
際
交
流
に
関
す
る
基
本
理
念
に
つ

い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

❹

常任委員会
審査報告概要
平成１８年度一般会計補正予算の委員会審査の
概要は次のとおりです（予算額は３ページ参照）

総務常任委員会

審査報告概要

建設常任委員会

審査報告概要

経済常任委員会

審査報告概要

文教厚生常任委員会

審査報告概要

国
際
交
流
の
基
本
理
念
は

中
学
校

給
食
導
入

請
負
業
者
の
認
定
基
準
は

公
園
整
備
と
維
持
管
理
の
あ
り
方
は

農
地
災
害

復
旧
事
業

補
助
の
基
準
は

市議会だより 第１２９号　平成１８年１１月１日

常任委員会
審査報告概要

　
　
　
　
財
政
課
　
普
通
交
付
税
の

�

　
　
　
　
減
額
要
因
、
将
来
の
普
通

�

　
　
　
　
交
付
税
に
お
け
る
三
位
一

�

　
　
　
　
体
改
革
の
影
響
、
財
政
調

�

　
　
　
　
整
基
金
の
あ
り
方
、
基
金

�

　
　
　
　
積
み
立
て
に
よ
る
必
要
な

�

　
　
　
　
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
、

�

　
　
　
　
中
長
期
観
点
か
ら
の
今
後

の
基
金
積
み
立
て
計
画
に
つ
い
て
質

疑
が
あ
り
ま
し
た
。

�

市
民
協
働
推
進
課
　
国
際
交
流
関
連

で
公
式
訪
問
団
の
構
成
及
び
そ
の
必

要
性
、
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
制
作
の
概
要
、

（
仮
称
）
「
ド
イ
ツ
フ
ェ
ス
タ
」
調

査
・
企
画
委
託
の
内
容
及
び
考
え
方
、

　
　
　
　
建
設
課
　
市
営
住
宅
の
ガ

�

　
　
　
　
ス
管
の
管
理
及
び
老
朽
化

�

　
　
　
　
へ
の
今
後
の
対
応
、
商
工

�

　
　
　
　
団
地
内
の
排
水
路
整
備
事

�

　
　
　
　
業
の
必
要
性
に
つ
い
て
質

�

　
　
　
　
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

�
　
　
　
　
橋
梁
に
お
け
る
防
護
柵
設

　
　
　
　
置
状
況
の
調
査
結
果
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

�

都
市
整
備
課
　
藤
木
町
都
市
整
備
用

地
売
却
に
伴
う
周
辺
へ
の
影
響
、
買

い
戻
し
価
格
の
利
息
分
の
考
え
方
、

ま
ち
づ
く
り
懇
話
会
の
今
後
の
日
程
、

公
園
整
備
と
そ
の
後
の
維
持
管
理
の

あ
り
方
、
中
央
公
園
全
体
の
出
入
口

の
検
討
や
活
用
、
水
上
デ
ッ
キ
撤
去

後
の
整
備
方
針
、
バ
ス
路
線
対
策
協

議
会
で
の
協
議
内
容
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。

新
幹
線
対
策
課
　
議
案
外
で
山
浦
土

取
場
の
鉄
道
・
運
輸
機
構
へ
の
払
い

下
げ
に
関
連
し
て
九
州
新
幹
線
変
電

所
建
設
事
業
概
要
の
報
告
が
あ
り
ま

し
た
。

撤去された水上デッキ撤去された水上デッキ撤去された水上デッキ

大雨により農地災害が多発大雨により農地災害が多発大雨により農地災害が多発

　
　
　
　
社
会
福
祉
課
　
障
害
者
の

�

　
　
　
　
自
立
支
援
に
対
す
る
地
域

�

　
　
　
　
の
受
皿
作
り
や
就
労
支
援

�

　
　
　
　
の
実
態
、
障
害
程
度
区
分

�

　
　
　
　
認
定
審
査
会
の
審
査
項
目
、

�

　
　
　
　
（
仮
称
）
社
会
福
祉
セ
ン

�

　
　
　
　
タ
ー
工
事
請
負
費
の
増
額

�

　
　
　
　
理
由
、
災
害
見
舞
金
の
内

容
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
ど
も
育
成
課
　
乳
幼
児
医
療
費
助

成
の
就
学
前
児
童
ま
で
の
対
象
年
齢

の
拡
大
や
職
員
体
制
の
整
備
並
び
に

地
域
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

�

健
康
増
進
課
　
電
波
障
害
設
備
修
繕

料
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

�

教
育
委
員
会
事
務
局
　
中
学
校
給
食

導
入
に
伴
う
備
品
購
入
の
業
者
認
定

の
考
え
方
と
内
容
、
給
食
請
負
業
者

の
認
定
基
準
、
市
民
文
化
会
館
大
規

模
改
修
工
事
の
内
容
、
基
里
運
動
広

場
敷
地
造
成
工
事
の
内
容
に
つ
い
て

質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
バ
イ

ク
窃
盗
事
件
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

運
営
改
善
（
案
）
、
（
仮
称
）
北
部
丘

陵
新
設
小
学
校
建
設
、
小
中
学
校
プ

ー
ル
の
排
水
口
に
つ
い
て
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

　
　
　
　
商
工
振
興
課
　
勤
労
福
祉

�

　
　
　
　
会
館
の
耐
震
診
断
後
の
対

�

　
　
　
　
応
及
び
今
後
の
運
営
と
利

�

　
　
　
　
活
用
、
中
心
市
街
地
活
性

�

　
　
　
　
化
に
福
祉
対
策
な
ど
の
連

�

　
　
　
　
携
を
取
っ
た
総
合
的
施
策
、

�

　
　
　
　
中
央
公
園
の
デ
ッ
キ
撤
去

�

　
　
　
　
後
の
対
策
、
鳥
栖
駅
舎
建

替
え
に
よ
る
利
活
用
に
つ
い
て
質
疑

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
グ
リ
ー
ン

・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
・
パ
ー
ク
鳥
栖

（
鳥
栖
流
通
業
務
団
地
）の
分
譲
に
つ

い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

�

環
境
対
策
課
　
不
燃
物
処
理
場
跡
地

の
貸
付
の
経
過
、
貸
付
に
当
た
っ
て

の
契
約
内
容
と
貸
付
料
の
根
拠
、
貸

付
後
の
水
質
等
の
監
視
、
斎
場
の
運

営
経
費
と
職
員
の
人
事
交
流
、
環
境

保
全
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。

�

農
林
課
　
魅
力
あ
る
さ
が
園
芸
農
業

確
立
対
策
事
業
の
内
容
、
減
農
薬
栽

培
に
取
組
む
園
芸
農
家
数
、
農
地
等

の
災
害
復
旧
事
業
の
補
助
基
準
、
来

年
度
か
ら
始
ま
る
中
学
校
給
食
に
地

産
地
消
を
取
り
入
れ
た
取
組
み
、
関

係
機
関
と
の
連
携
に
よ
る
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
を
活
用
し
た
鳥
栖
の
名
産
品
の

開
発
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
品
目
横
断
的
対
策
に
向
け
て

の
集
落
営
農
組
組
織
の
動
向
に
つ
い

て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

地産地消　地域生産地域消費の略語で、地域でとれた生産物を地域で消費するという意味。食に対する安全安心への関心の高まりから、生産物に関する情報の明
�示が推進されている。地産地消を通じて地域経済の活性化や地域への愛着の促進、伝統的な郷土料理や家庭料理の継承などといった効果が期待されている。

今後の中央公園の活用は今後の中央公園の活用は今後の中央公園の活用は



❺

次
期
市
長
選
へ
の
対
応
は

３
期
目
の
決
意
と
展
望
は

２
期
目
の
総
括
と
今
後
の
課
題
を
問
う

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
作
成
を

提
案
型
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制
度
の
見
解
は

９月定例会では、１6人が一般質問を行いました。
（掲載は、発言順ではなく内容別となっています）

一般質問一般質問
市議会だより 第１２９号　平成１８年１１月１日

小
石
弘
和
議
員
　
市
長
が
言
う｢

鳥

栖
新
時
代｣

に
向
け
て
多
く
の
計
画

が
あ
り
、
第
５
次
総
合
計
画
は
平
成

　
年
度
ま
で
視
野
に
入
れ
た
も
の

と
思
う
。
ま
た
２
期
８
年
の
市
政
で

積
み
残
し
た
諸
問
題
も
あ
ろ
う
。
次

期
市
長
選
挙
に
向
け
て
、
選
挙
に
対

す
る
方
向
性
、
２
期
８
年
に
わ
た
っ

て
担
わ
れ
た
市
政
へ
の
思
い
を
伺
う
。

�

■
さ
ら
な
る
市
政
発
展
に
努
力
し
た
い

答
弁
　
平
成
　
年
の
選
任
以
来
、
財

政
の
立
て
直
し
を
最
優
先
に
行
財
政

改
革
に
取
り
組
み
、
市
民
の
皆
様
の

幸
せ
と
本
市
の
発
展
の
た
め
、
渾
身

の
努
力
を
傾
注
し
て
き
た
つ
も
り
だ
。

�

　
市
町
村
合
併
の
推
進
を
公
約
と
し

な
が
ら
実
現
し
な
か
っ
た
こ
と
は
真

摯
に
反
省
し
、
避
け
て
通
れ
な
い
課

題
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た

新
幹
線
新
鳥
栖
駅
周
辺
整
備
、
Ｊ
Ｒ

鳥
栖
駅
周
辺
整
備
等
の
事
業
が
本
格

化
し
、
国
道
３
号
の
改
良
も
、
前
進

の
め
ど
が
立
つ
ま
で
に
至
っ
て
き
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
引
き
続

き
市
民
の
皆
様
の
御
理
解
と
御
協
力

を
い
た
だ
け
る
な
ら
ば
、
こ
れ
ま
で

の
行
政
経
験
を
生
か
し
、
政
治
活
動

を
全
力
投
入
し
て
、
さ
ら
な
る
市
政

の
発
展
に
努
力
し
て
い
く
所
存
だ
。

２２

簑
原
　
宏
議
員
　
牟
田
市
政
２
期
８

年
間
の
中
で
、
特
に
財
政
改
革
、
継

続
事
業
な
ど
は
概
ね
順
調
に
進
展
し

た
と
思
う
が
、
鉄
道
高
架
と
駅
西
区

画
整
理
、
市
町
村
合
併
等
の
断
念
は

ま
ち
づ
く
り
の
視
点
か
ら
す
る
と
、

大
き
な
マ
イ
ナ
ス
で
は
な
い
の
か
。

ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で
あ
り
、

市
民
生
活
の
安
定
が
絶
対
だ
。
３
期

目
の
決
意
と
し
て
、
今
後
の
市
政
展

望
に
つ
い
て
所
信
を
問
う
。

�

■
教
育
・
人
づ
く
り
・
子
育
て
に
力
点
を
お
く

答
弁
　
鉄
道
高
架
、
駅
西
区
画
整
理
、

合
併
は
断
念
し
た
が
、
今
後
は
新
幹

線
駅
周
辺
と
鳥
栖
駅
の
一
体
的
整
備
、

特
に
新
幹
線
新
鳥
栖
駅
は
、
鳥
栖
独

自
の
特
性
を
活
か
し
た
駅
を
つ
く
り
、

周
辺
整
備
を
し
た
い
。

�

　
３
選
が
か
な
う
な
ら
ば
、
次
は
教

育
、
人
づ
く
り
、
子
育
て
に
力
点
を

お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
積
極
的

に
取
り
組
む
時
期
と
思
っ
て
い
る
。

�

　
市
民
生
活
の
安
定
が
ま
ち
づ
く
り

に
必
要
と
い
う
の
は
、
御
指
摘
の
と

お
り
だ
。
市
民
生
活
の
安
定
は
ま
ち

づ
く
り
の
根
幹
で
、
市
民
が
お
互
い

明
る
く
暮
ら
し
て
い
く
環
境
を
つ
く

る
こ
と
が
一
番
肝
要
だ
と
思
う
。

太
田
幸
一
議
員
　
牟
田
市
政
２
期
目

の
総
括
と
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
尋

ね
る
。
市
長
２
期
目
の
公
約
の
一
つ

に
、
「
行
財
政
改
革
の
積
極
的
な
推

進
」
が
あ
る
が
、
推
進
の
内
容
、
成

果
を
求
め
る
。
ま
た
今
後
の
課
題
と

し
て
財
務
諸
表
の
経
年
比
較
、
分
析

を
踏
ま
え
、
行
財
政
改
革
、
ま
ち
づ

く
り
、
人
づ
く
り
、
子
育
て
環
境
の

整
備
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

�

■
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
が
課
題

答
弁
　
現
在
ま
で
の
主
な
行
政
改
革

は
、
組
織
機
構
改
革
、
事
務
事
業
評

価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
職
員
数
削
減
、

公
営
企
業
の
経
営
健
全
化
、
人
件
費

の
適
正
化
、
人
材
育
成
、
情
報
通
信

基
盤
整
備
な
ど
だ
。

�

　
今
後
も
事
務
事
業
の
見
直
し
、
行

政
活
動
の
点
検
を
実
施
し
、
簡
素
で

効
率
的
な
体
制
を
整
備
し
、
市
民
の

視
点
に
立
っ
た
運
営
を
図
り
、
行
政

の
透
明
性
を
確
保
し
、
説
明
責
任
を

果
た
す
た
め
、
情
報
の
提
供
及
び
公

開
に
努
め
た
い
。

�

　
人
づ
く
り
、
特
に
子
供
た
ち
の
育

成
、
子
育
て
環
境
は
、
福
祉
面
、
教

育
で
一
体
的
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

子
供
が
思
い
や
り
と
優
し
い
心
を
育

む
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く
り
、
地

域
で
の
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
広
げ
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
た
い
。

原
　
康
彦
議
員
　
牟
田
市
長
は
、
３

期
目
の
出
馬
表
明
を
さ
れ
た
。
新
し

い
市
民
参
加
型
の
市
政
を
推
進
す
る

た
め
に
も
、
現
在
、
多
く
の
首
長
が

ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
具
体

的
政
策
を
提
案
し
て
い
る
。
数
値
目

標
や
時
期
な
ど
を
定
め
、
評
価
検
討

で
き
る
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
ど
う
思
う

か
。
ま
た
、
次
期
市
長
選
に
作
成
さ

れ
る
考
え
は
な
い
か
。

�

■
具
体
的
に
提
示
し
て
選
挙
を
し
た
い

答
弁
　
ロ
ー
カ
ル
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
、

こ
れ
ま
で
の
公
約
の
枠
組
み
を
超
え
、

ま
ち
づ
く
り
の
目
標
、
期
限
等
を
定

め
、
市
民
が
検
証
可
能
な
政
策
を
明

ら
か
に
す
る
も
の
で
、
大
変
意
義
深

い
。
市
民
の
視
点
に
立
っ
た
、
市
民

に
わ
か
り
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
も
重
要
だ
。

�

　
今
議
会
で
３
期
目
の
市
長
選
の
出

馬
を
表
明
し
た
が
、
今
後
の
４
年
間

に
つ
い
て
、
ロ
ー
カ
ル
・
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
具
体
的
に
提
示
し
て
、
市
民

の
御
批
判
を
い
た
だ
き
、
選
挙
戦
が

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
る
。

松
隈
清
之
議
員
　
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

多
様
化
し
、
そ
の
担
い
手
も
行
政
か

ら
Ｎ
Ｐ
О
や
民
間
企
業
等
へ
変
化
し

て
き
た
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手

と
し
て
民
間
が
提
案
す
る｢

提
案
型

公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制
度｣

と
い

う
も
の
が
他
の
自
治
体
で
取
り
組
ま

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
制
度
に
対

す
る
執
行
部
の
考
え
方
を
尋
ね
る
。

�

■
参
考
に
す
べ
き
と
こ
ろ
は
参
考
に
し
て
取
り
組
む

答
弁
　
現
状
認
識
と
し
て
、
す
べ
て

の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
行
政
が
担
う
こ

と
は
不
可
能
と
の
認
識
に
立
っ
て
い

る
が
、
許
認
可
等
行
政
が
す
べ
き
事

業
は
区
分
け
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
御
指
摘
の
制
度
は
、
行

政
側
か
ら
で
は
な
く
、
市
民
・
民
間

側
か
ら
投
げ
か
け
が
で
き
る
仕
組
み

で
、
市
民
協
働
の
視
点
か
ら
も
、
新

し
い
取
り
組
み
と
考
え
て
い
る
。

�

　
今
後
は
、
効
率
的
な
行
政
施
策
の

推
進
を
図
る
上
で
、
行
政
の
役
割
、

民
間
の
役
割
を
見
直
す
中
で
、
提
案

型
公
共
サ
ー
ビ
ス
民
営
化
制
度
を
初

め
と
し
た
先
進
事
例
に
つ
い
て
、
参

考
に
す
べ
き
と
こ
ろ
は
参
考
に
し
、

取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

ユニバーサルデザイン（UniversalDesigin：ＵＤ）　文化、言語、老若男女、障害、能力といった差異を問わず、だれでもが利用できるよう施設、製品等に
�施される設計。なお、設計の対象を障害者に限定せず、すべての人を対象とするという点で、バリアフリーとは異なるといわれている。
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国
民
保
護
計
画
の
骨
子
は

Ｊ
Ｒ
貨
物
駅
周
辺
道
路
の
対
応
は

河
内
地
区
の
再
開
発
を

大
増
税
へ
の
見
解
と
対
応
を
聞
く

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
位
置
付
け
は

今
後
の
公
民
館
の
活
用
は

光
安
一
磨
議
員
　
国
に
お
い
て
国
民

保
護
法
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
地
方
自
治
体
に
お
い
て
も
、
基
本

計
画
を
平
成
　 
年
度
に
作
成
す
る

よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

�

　
市
民
を
守
る
た
め
の
計
画
を
期
待

す
る
も
の
で
、
防
災
、
防
犯
の
対
策

が
強
化
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
か

と
思
う
。
そ
の
骨
子
に
つ
い
て
問
う
。

�

■
現
在
計
画
を
策
定
し
て
い
る

答
弁
　
国
民
保
護
法
で
は
、
国
、
都

道
府
県
、
市
町
村
及
び
関
係
機
関
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
が
規
定
を
さ
れ
て
い

る
。
市
町
村
の
役
割
は
、
警
報
の
伝

１８

達
、
避
難
住
民
の
誘
導
な
ど
と
な
っ

て
お
り
、
自
然
災
害
の
対
応
と
共
通

す
る
部
分
が
多
い
た
め
、
地
域
防
災

計
画
と
の
整
合
性
に
留
意
し
て
策
定

を
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

�

　
ま
た
、
自
然
災
害
の
対
応
と
共
通

す
る
と
こ
ろ
だ
が
、
住
民
の
安
全
を

守
る
上
で
は
、
初
動
態
勢
の
整
備
が

非
常
に
重
要
だ
と
認
識
し
て
い
る
。

�

　
以
上
の
点
を
十
分
考
慮
し
な
が
ら
、

国
民
保
護
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。

黒
田
　
攻
議
員
　
万
歳
寺
な
ど
歴
史

あ
る
河
内
地
区
の
空
家
を
活
用
し
、

一
芸
に
秀
で
た
著
名
人
を
招
聘
し
、

民
俗
、
民
芸
、
芸
能
の
文
化
村
を
つ

く
り
、
日
本
一
の
芸
術
郷
づ
く
り
を

し
た
ら
ど
う
か
。

�

■
可
能
性
に
つ
い
て
調
査
の
必
要
が
あ
る

答
弁
　
現
在
、
後
期
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
市
内
の
隠
れ
た
観
光
資
源
の

発
掘
、
新
た
な
魅
力
づ
く
り
の
創
出
、

地
域
資
源
の
活
用
の
観
点
か
ら
、
庁

内
組
織
横
断
的
な
検
討
会
を
設
置
し
、

事
業
化
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
意
見

を
ま
と
め
て
い
る
。

�

　
御
提
案
の
芸
術
文
化
村
に
つ
い
て

も
、
新
た
な
魅
力
づ
く
り
、
ま
ち
づ

く
り
の
一
つ
と
し
て
と
ら
え
る
こ
と

が
で
き
る
と
思
う
。
地
元
調
整
も
あ

る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
そ
の
可
能
性

に
つ
い
て
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

尼
寺
省
悟
議
員
　
　
歳
以
上
の
住
民

税
が
こ
の
６
月
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
、

こ
れ
に
連
動
し
て
介
護
保
険
料
、
国

保
税
も
大
幅
増
に
な
っ
た
。
全
国
の

自
治
体
で
は
、
苦
情
や
問
い
合
わ
せ

の
電
話
が
殺
到
し
て
混
乱
し
た
と
聞

く
が
、
鳥
栖
市
で
は
ど
う
か
。
ま
た

住
民
税
だ
け
で
も
前
年
の
９
倍
に
な

っ
た
人
も
い
る
と
聞
く
が
、
こ
の
大

増
税
の
実
態
、
そ
し
て
大
増
税
に
つ

い
て
の
市
長
の
見
解
と
対
応
を
聞
く
。

�

■
税
負
担
の
増
加
は
理
解
し
て
い
る

答
弁
　
今
回
の
増
税
改
正
で
影
響
を

受
け
た
高
齢
者
か
ら
多
く
の
相
談
を

６５

受
け
て
お
り
、
税
負
担
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

�

　
今
回
の
改
正
は
、
高
齢
者
と
現
役

世
代
と
の
世
代
間
の
税
負
担
の
公
平

を
は
か
る
上
で
、
年
齢
だ
け
を
基
準

に
現
役
世
代
と
比
較
し
て
特
別
に
優

遇
す
る
措
置
で
あ
る
公
的
年
金
等
控

除
の
　
歳
以
上
の
者
の
上
乗
せ
措

置
と
老
年
者
控
除
が
廃
止
さ
れ
た
。

�

　
国
会
で
論
議
さ
れ
、
決
定
し
た
改

正
法
律
の
趣
旨
を
理
解
し
、
公
平
公

正
な
税
の
執
行
を
行
っ
て
い
く
が
、

少
し
で
も
市
民
の
満
足
が
得
ら
れ
る

よ
う
な
施
策
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

６５

古
賀
和
仁
議
員
　
本
市
は
ト
ラ
ッ
ク

等
大
型
車
の
交
通
量
が
多
く
、
安
全

の
た
め
の
対
策
は
十
分
に
と
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
駅
の
設

置
や
流
通
業
務
団
地
の
整
備
に
よ
り
、

ま
す
ま
す
交
通
量
の
増
加
が
よ
さ
皇

さ
れ
る
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
駅
周
辺
に
は
、

新
た
に
道
路
整
備
が
さ
れ
る
よ
う
に

聞
く
が
、
そ
の
対
応
を
尋
ね
る
。

�

■
早
期
に
計
画
さ
れ
る
よ
う
は
た
ら
き
か
け
た
い

答
弁
　
平
成
　
年
　
月
の
貨
物
駅
改

良
工
事
説
明
会
の
中
で
、
貨
物
ト
ラ

ッ
ク
出
入
口
の
渋
滞
解
消
策
と
し
て

１６

１１

南
側
の
高
橋
の
下
に
通
り
抜
け
る
道

路
の
要
望
が
あ
っ
て
い
る
の
で
、
関

係
機
関
で
道
路
を
建
設
す
る
方
向
で

協
議
が
行
わ
れ
て
き
た
。

�

　
こ
の
道
路
の
建
設
計
画
は
、
鳥
栖

貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
の
建
設
主
体
で

あ
る
鉄
道
・
運
輸
機
構
及
び
Ｊ
Ｒ
貨

物
に
お
い
て
、
貨
物
ト
ラ
ッ
ク
通
行

の
要
否
を
含
め
、
安
全
性
に
も
配
慮

さ
れ
た
道
路
構
造
な
ど
の
検
討
、
協

議
が
行
わ
れ
て
お
り
、
近
々
方
針
が

決
定
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。

�

　
市
も
建
設
の
必
要
が
あ
る
と
判
断

し
て
い
る
の
で
、
で
き
る
だ
け
早
期

に
計
画
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
を
し

て
い
き
た
い
。

大
坪
　
樹
議
員
　
団
塊
の
世
代
が
定

年
期
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
高
齢
者

が
少
し
で
も
現
役
社
会
の
担
い
手
と

し
て
活
躍
し
て
い
た
だ
け
る
受
け
皿

と
し
て
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
今
後
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
思

う
。
本
市
は
こ
の
セ
ン
タ
ー
を
ど
う

位
置
づ
け
、
運
営
に
か
か
わ
っ
て
い

く
の
か
。
活
性
化
対
策
を
ど
う
考
え

て
い
る
の
か
。

�

■
積
極
的
な
か
か
わ
り
を
持
つ
必
要
が
あ
る

答
弁
　
急
速
な
高
齢
化
が
進
行
す
る

中
、
シ
ル
バ
ー
事
業
は
ま
す
ま
す
重

要
に
な
る
と
認
識
し
て
い
る
。
事
業

推
進
の
た
め
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
運

営
に
対
し
、
積
極
的
な
か
か
わ
り
を

持
つ
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

�

　
今
後
、
活
性
化
対
策
に
つ
い
て
協

議
し
、
セ
ン
タ
ー
の
事
業
内
容
及
び

財
政
状
況
等
を
分
析
の
上
、
必
要
な

事
業
に
つ
い
て
支
援
を
行
い
、
市
か

ら
の
役
員
就
任
の
必
要
性
に
つ
い
て

も
協
議
し
て
い
き
た
い
。

国
松
敏
昭
議
員
　
今
後
、
校
区
公
民

館
、
町
区
公
民
館
は
防
災
上
か
ら
考

え
て
も
、
施
設
と
と
も
に
道
路
整
備

な
ど
の
見
直
し
が
必
要
な
段
階
に
来

て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
公
民
館
の
活

用
と
と
も
に
、
諸
々
の
課
題
を
改
善

す
る
た
め
の｢

検
討
委
員
会｣

を
ぜ
ひ

立
ち
上
げ
て
ほ
し
い
。
住
民
主
導
の

公
民
館
で
あ
る
べ
き
だ
。

�

■
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
も
求
め
ら
れ
る

答
弁
　
少
子
・
高
齢
化
と
い
う
人
口

構
造
の
急
激
な
変
化
の
も
と
、
青
少

年
を
取
り
巻
く
環
境
に
も
大
き
な
影

響
が
及
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
各
公

民
館
で
の
子
供
の
居
場
所
づ
く
り
は

大
き
な
役
割
を
担
う
と
考
え
て
い
る
。

�

　
ま
た
、
公
民
館
等
で
地
域
の
大
人

が
地
域
の
子
供
を
見
守
り
、
育
成
す

る
活
動
も
新
た
に
出
て
き
て
い
る
。

今
後
の
公
民
館
の
役
割
は
生
涯
学
習

の
場
だ
け
で
は
な
く
、
子
供
の
居
場

所
つ
く
り
の
役
割
も
求
め
ら
れ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

一般質問目その他の項目①　道州制の必要性、県補助金の廃止・削減の影響、鳥栖駅・新鳥栖駅整備事業の評価、中心市街地活性化基本計画の中身、新鳥栖駅
�関連施設整備計画と財政負担、西九州ルートのメリット・デメリット、新幹線工事用トンネルの再利用、老人福祉センターの利用状況と事業の充実
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障
害
者
自
立

支
　
援
　
法

市
独
自
の
軽
減
策
を

乳
幼
児

医
療
費
就
学
前
ま
で
の
助
成
に
決
断
を
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ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
推
進
を

鳥
栖
駅
舎
を
鉄
道
資
料
館
に

児
童
セ
ン
タ
ー
施
設
改
善
の
考
え
は

鳥栖駅舎を鉄道資料館に鳥栖駅舎を鉄道資料館に鳥栖駅舎を鉄道資料館に

平
川
忠
　
議
員
　
　
月
か
ら
本
格

実
施
さ
れ
る
障
害
者
自
立
支
援
法
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て

い
る
。
市
は
独
自
の
影
響
調
査
を
行

う
考
え
は
な
い
の
か
。
ま
た
、
利
用

の
抑
制
や
施
設
か
ら
の
退
所
も
出
て

お
り
、
利
用
者
負
担
へ
の
軽
減
策
を

考
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、

運
営
が
困
難
な
小
規
模
作
業
所
へ
の

１０

独
自
の
支
援
策
を
行
う
べ
き
で
は
な

い
か
。

�

■
市
独
自
の
軽
減
策
は
困
難

答
弁
　
県
で
先
ご
ろ
、
障
害
者
施
設

利
用
者
の
退
所
事
例
、
利
用
日
数
減

の
事
例
、
障
害
者
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
の
退
所
、
利
用
中
止
、
利
用

日
数
の
減
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
実
態

調
査
が
行
わ
れ
た
。
結
果
が
県
よ
り

報
告
さ
れ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
市
で
も
状
況
の
把
握
に
努
め
た
い
。

�
　
小
規
模
作
業
所
へ
の
支
援
強
化
は
、

今
後
他
市
の
状
況
を
踏
ま
え
、
運
営

面
や
財
政
面
を
含
め
て
庁
内
で
検
討

を
深
め
た
い
。

�

　
利
用
者
負
担
へ
の
市
独
自
の
軽
減

策
は
、
福
祉
関
連
予
算
が
年
々
増
加

す
る
中
、
自
立
支
援
法
関
係
事
業
を

推
進
す
る
た
め
に
は
、
新
た
な
市
の

負
担
も
発
生
す
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
の
中
、
現
在
の
と
こ
ろ
、
市
独
自

の
軽
減
策
は
困
難
だ
と
考
え
て
い
る
。

中
村
圭
一
議
員
　
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
ー
ト
の
導
入
な
ど

を
含
む
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

(

Ｕ
Ｄ)

の
推
進
は
、
全
国
的
に
行
わ

れ
る
べ
き
も
の
だ
が
、
道
州
制
導
入

後
の
州
都
候
補
地
で
あ
る
本
市
こ
そ
、

そ
の
先
駆
け
に
な
る
べ
き
と
考
え
る
。

Ｕ
Ｄ
の
推
進
は
全
庁
を
あ
げ
て
具
体

的
か
つ
積
極
的
に
取
り
組
む
べ
き
課

題
で
あ
る
と
思
う
が
、
市
長
の
所
見

を
伺
う
。

�

■
行
政･
企
業･
市
民
が
連
携
し
Ｕ
Ｄ
社
会
構
築
を
目
指
す
べ
き

答
弁
　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

(

Ｕ
Ｄ)

は
、
こ
れ
か
ら
推
進
す
べ
き

重
要
な
課
題
と
認
識
を
し
て
お
り
、

本
市
も
今
後
、
全
庁
的
に
Ｕ
Ｄ
の
趣

旨
の
徹
底
を
図
り
、
行
政
、
企
業
、

市
民
な
ど
が
連
携
し
て
、
協
働
で
鳥

栖
の
Ｕ
Ｄ
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
る
。
大
型
改
修
事
業
等
で
、
現
建

築
物
も
、
Ｕ
Ｄ
の
実
施
に
心
を
配
っ

て
い
き
た
い
。

�

　
将
来
、
道
州
制
が
し
か
れ
た
折
の

州
都
を
目
指
す
と
い
う
ま
ち
づ
く
り

の
方
向
を
目
指
す
た
め
に
も
、
具
体

的
に
、
Ｕ
Ｄ
の
事
業
を
進
め
て
い
く

こ
と
も
肝
要
な
こ
と
な
の
で
、
今
後

検
討
を
重
ね
て
、
具
体
的
に
実
施
を

し
て
い
き
た
い
。

齊
藤
正
治
議
員
　
乳
幼
児
医
療
費
に

つ
い
て
は
、
現
在
で
も
他
市
よ
り
充

実
し
て
い
る
こ
と
は
充
分
承
知
し
て

い
る
が
、子
供
は｢

か
け
が
え
の
な
い

宝
物
で
あ
る｣

と
い
う
観
点
か
ら
、

｢
す
く
す
く
と
育
つ｣

、｢

す
く
す
く
と

育
て
る｣

子
育
て
環
境
づ
く
り
の
た

め
、
も
う
一
歩
踏
み
込
ん
で
就
学
前

ま
で
の
医
療
費
全
額
助
成
に
つ
い
て
、

市
長
の
決
断
を
お
願
い
す
る
。

�

■
来
年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
た
い

答
弁
　
こ
の
政
策
課
題
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
も
多
く
の
議
員
か
ら
も
御

指
摘
が
あ
り
、
長
年
の
懸
案
的
な
政

策
課
題
で
あ
る
の
で
、
市
長
に
と
っ

て
も
決
断
を
下
す
べ
き
だ
と
思
っ
て

い
た
。

�

　
子
育
て
支
援
対
策
、
あ
る
い
は
少

子
化
対
策
を
最
重
点
的
な
課
題
と
位

置
付
け
て
お
り
、
福
祉
行
政
全
般
の

見
直
し
等
を
検
討
す
る
中
で
、
乳
幼

児
医
療
費
の
助
成
の
対
象
年
齢
を
小

学
校
就
学
前
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
に

つ
い
て
は
、
条
例
改
正
な
ど
市
議
会

の
御
理
解
を
得
な
が
ら
、
平
成
　
年

度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う
努
め
た
い

と
考
え
て
い
る
。

１９

田
中
洋
子
議
員
　
児
童
セ
ン
タ
ー
は

年
間
１
万
２
千
５
０
０
人
と
た
く
さ

ん
の
方
が
利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
フ

ロ
ア
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
に
カ
ー
ペ

ッ
ト
を
貼
り
付
け
た
だ
け
の
硬
い
床

で
あ
っ
た
り
、
設
置
場
所
の
掲
示
も

さ
れ
て
い
な
い
が
、
安
全
・
安
心
の

面
か
ら
床
の
改
善
、
設
置
場
所
の
敷

地
内
に
看
板
を
建
て
る
な
ど
の
考
え

は
あ
る
か
。

�

■
社
会
福
祉
協
議
会
等
と
連
携
し
て
努
め
た
い

答
弁
　
フ
ロ
ア
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
床

に
カ
ー
ペ
ッ
ト
を
貼
り
付
け
た
も
の

で
、
確
か
に
硬
い
感
触
が
あ
る
。
し

か
し
本
格
的
な
床
の
張
り
か
え
等
は

大
規
模
と
な
る
の
で
、
優
先
順
位
、

年
度
計
画
な
ど
、
委
託
先
の
社
会
福

祉
協
議
会
や
関
係
各
課
と
連
携
し
な

が
ら
、
安
全
・
安
心
に
努
め
た
い
。

�

　
ま
た
案
内
掲
示
板
が
な
く
、
わ
か

り
に
く
い
と
い
う
こ
と
だ
が
、
今
後

は
現
地
案
内
板
も
含
め
て
、
子
育
て

支
援
情
報
誌
な
ど
で
地
図
を
多
用
す

る
な
ど
、
よ
り
わ
か
り
や
す
い
情
報

の
提
供
に
努
め
た
い
。

三
栖
一
　
議
員
　
古
代
か
ら
近
世
に

い
た
る
豊
富
な
文
化
財
が
あ
る
人
口

６
万
４
千
人
の
鳥
栖
市
に
、
資
料
館

が
一
つ
も
な
い
の
は
恥
ず
か
し
い
。

Ｊ
Ｒ
九
州
が
鳥
栖
駅
舎
の
改
築
を
検

討
中
と
聞
く
。
鉄
道
の
町
と
し
て
発

展
し
た
鳥
栖
市
の
歴
史
を
後
世
に
語

り
継
ぐ
た
め
、
現
駅
舎
を
保
存
、
活

用
し
鉄
道
資
料
館
を
建
設
す
べ
き
だ
。

中
心
市
街
地
活
性
化
に
も
役
立
つ
。

�

■
市
民
・
鳥
栖
市
に
ふ
さ
わ
し
い
選
択
を
考
え
た
い

答
弁
　
鳥
栖
駅
舎
は
鉄
道
の
ま
ち
鳥

栖
を
象
徴
す
る
建
物
で
、
特
に
国
鉄

の
Ｏ
Ｂ
の
方
々
に
と
っ
て
は
愛
着
も

あ
ろ
う
と
思
う
。
高
架
計
画
白
紙
撤

回
を
受
け
て
、
利
便
性
向
上
に
関
し

て
の
方
策
も
、
Ｊ
Ｒ
九
州
が
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
の
か
、
ま
だ
つ
ま

び
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
い
。

�

　
今
後
、
Ｊ
Ｒ
九
州
と
し
て
ど
う
い

う
よ
う
に
鳥
栖
の
駅
を
考
え
ら
れ
る

か
と
い
う
こ
と
を
、
さ
ら
に
協
議
を

詰
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

思
っ
て
お
り
、
市
民
と
鳥
栖
市
に
と

っ
て
ど
の
よ
う
な
選
択
肢
が
ふ
さ
わ

し
い
か
考
え
て
い
き
た
い
。

一般質問目その他の項目②　就学援助制度の拡充、小中学校での英語教育、アスベスト問題、子どもたちの安全・安心環境確保、放課後児童クラブ問題検討委
�員会の報告と対応、中小企業退職共済（中退共）に関する助成、駐輪場の改善、自然環境保護条例等の整備など



陳　　　情陳　　　情 意　見　書意　見　書

特別委員会委員の構成特別委員会委員の構成

意　見　書

❽

議会日誌議会日誌

鳥栖市議会の最新情報をお届けする、ホームページも是非ご覧下さい。（http://ｗｗｗ．ｃｉｔｙ．ｔｏｓｕ.ｌｇ.ｊｐ／ｇｉｋａｉ／）
本会議は自由に傍聴できます。次の定例会は１２月上旬から開会の予定です。詳しくは議会事務局へ（ＴＥＬ８５ー３５２５　Eメール ｇｉｋａｉ＠ｃｉｔｙ．ｔｏｓｕ．ｌｇ．ｊｐ）

市議会だより 第１２９号　　平成１８年１１月１日

編集後記

■難病対策の確立を求める意見書

��　難病は未だに対症療法に頼るだけの疾患も多い。難病

患者が良質な医療を受診できるよう①進行性化骨筋炎

（ＦＯＰ）、ＨＴＬＶ－１関連脊髄症（ＨＡＭ）等、治療

研究事業指定を待つ疾患を早期に研究事業とする、②小

児慢性特定疾患治療研究事業は、継続した治療が受けら

れるよう年齢制限のない制度とすることを強く要望する。

�　衆参議院議長、内閣総理大臣・厚生労働大臣・財務大

�　臣・文部科学大臣に提出

�■新しい地方分権改革の推進を求める意見書

�　地方分権改革は、地方行政は地方が担うことで地域に

活力を与え日本を活性化させる改革である。よって、①

早期地方分権法を制定、地方交付税を地方共有税に変更、

税源移譲や国の関与の見直し、地方行政会議を設置し地

方の意見を反映させる。②一般財源を確保し地方税制の

見直し等、地域間格差の解消を図ることを強く要望する。

�　衆参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、経済財

�　政政策担当大臣、総務大臣、財務大臣に提出

�■道路整備財源の確保に関する意見書

�　本市にとって道路は、最も基礎的な社会資本でありそ

の整備が不可欠である。しかし、国道３号や３４号など

規格の高い道路整備や安全・安心を確保する交通安全対

策など道路整備は道半ばである。このような実情を理解

され、道路特定財源制度は、地方の実情に配慮し必要な

財源を確保し遅れている地方の道路整備への配分割合を

高めるなど財源の充実に努めることを強く要望する。

�　衆参議院議長、内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、

　国土交通大臣に提出

水道事業会計決算特別委員及び決算特別委員は
�次のようになりました。（◎委員長、○副委員長）
�◆水道事業会計決算特別委員
�　◎黒田　攻、○大坪　樹、簔原　宏、小石弘和、
�　齊藤正治、尼寺省悟、国松敏昭、中村圭一
�◆決算特別委員
�　◎太田幸一、○松隈清之、酒井靖夫、光安一磨、
　平川忠　、佐藤忠克、野田ヨシエ、内川　則、
　古賀和仁、向門慶人

　
　
　
　
台
風
　
号
が
北
部
九
州
を

�

　
　
　
直
撃
し
た
。
鳥
栖
市
で
は
倒

　
　
　
木
や
農
産
物
へ
の
被
害
が
出

　
　
　
て
、
農
産
物
の
県
全
体
の
被

　
　
　
害
額
は
総
額
で
　
億
を
超
え

　
　
　
た
と
い
わ
れ
て
い
る
▼
特
に

有
明
海
沿
岸
は
台
風
通
過
と
満
潮
時

が
重
な
っ
て
、
水
稲
、
大
豆
、
野
菜

な
ど
へ
の
塩
害
で
そ
の
被
害
は
過
去

最
大
と
い
わ
れ
て
い
る
。
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
▼
さ
て
今
、
地
球
温
暖
化

と
多
発
す
る
集
中
豪
雨
や
台
風
と
の

関
連
が
取
り
ざ
た
さ
れ
て
い
る
▼
自

分
で
で
き
る
事
と
し
て
例
え
ば
す
ぐ

近
く
に
行
く
の
に
も
車
を
使
う
と
い

う
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
見
直
し
が
必

要
で
は
な
い
か
。    

　
（
尼
寺
省
悟
）

13

96

■中国における法輪功学習者の臓器摘出の実態調査を求

　める陳情書

�　　　　　特定非営利活動法人　日本法輪大法学会　

�　　　　　　　　　　　　　　　　　代表　鶴薗雅章

�■トンネルじん肺問題の全面解決を実現するための支援

　について

�　　　　　　　　　全国トンネルじん肺根絶原告団　

�　　　　　　　　　　　　　　佐賀代表　甲斐　　諭

�　　　　　　全国トンネルじん肺根絶弁護団　　

�　　　　　　　佐賀弁護団　代表事務局長　東島浩幸

�■「鹿児島本線（幡崎踏切）整備促進について」の要望書

�　　　　ＪＲ鹿児島本線（幡崎踏切）改良整備促進　

�　　　　　　　　　　　　　期成会　会長　小石正明

��■「ダンプに関わる積算単価、過積載防止、ダンプ労働

�　者への政府労災保険への加入促進」についての要請書

�　　　全日本建設交運一般労働組合佐賀県本部　

�　　　　　　　　　　　　　　執行委員長　浅川芳高

�　　　　同西九州ダンプ支部　執行委員長　平野哲也

�■「（仮称）南地区鳥栖公民館総合センターの真木地区

　誘致について」の要望書

　　　　　　　　　真木町区長　八坂義信　ほか2名

�■「小規模通所授産施設「ワークス安楽寺」の助成につ

　いて」の要望書

　　　　　　　社会福祉法人　西九福祉会　本村恒雄

－７月－
�１０日　子育て支援調査特別委員会

�１３日　鳥栖駅・新鳥栖駅周辺整備調査特別委員会

�　　　　市議会だより編集委員会

�２４日　子育て支援調査特別委員会

�　　　　鳥栖駅・新鳥栖駅周辺整備調査特別委員会

�－８月－
�　７日　議会改革活性化検討委員会

�２１日　鳥栖駅・新鳥栖駅周辺整備調査特別委員会

�２５日　子育て支援調査特別委員会

�２９日　議会運営委員会

�－９月－
�　５日～2２日　９月定例会

２０日　議会改革活性化検討委員会

�２２日　鳥栖駅・新鳥栖駅周辺整備調査特別委員会

�２７日　子育て支援調査特別委員会

�　　　　市議会だより編集委員会

�※議会への視察来庁（７月～９月）
�　７市議会（八幡市・四国中央市・高槻市・宮崎市

�　・日進市・高岡市・一宮市・鈴鹿市）４５人


